
・「休眠預金」が民間公益活動に役立てられるまでの流れをおさらいします
・どのような分野・活動が助成対象になる見込み
　かお知らせします
・今後の制度動向をどのようにチェックすれば
　いいかお知らせします

日　時：3月 8日（金）19:00 ～ 20:30
場　所：和歌山ビッグ愛 9階会議室 B
講　師：志場 久起（和歌山県NPOサポートセンター・センター長）
定　員：20 名（事前申し込み必要）
参加費：300 円（資料代）
申込み：和歌山県NPOサポートセンター
　TEL 073-435-5424　FAX 073-435-5425　E-mail info@wakayama-npo.jp

和歌山県NPOサポートセンター　NPO基礎講座特別編

「休眠預金等活用法」の基礎を学ぶ

「休眠預金等活用法」について学びませんか
　「休眠預金等活用法」をご存知でしょうか？金融機関に預けたまま一定期間なんの動きもない預金を「休眠預金」といいます。休眠預金
等活用法は、この休眠預金を民間団体がおこなう公益的な活動に活用することを定める法律で、今年末から助成等が始まる見込みとなって
います。3月に和歌山市内で開催される「休眠預金等活用法」について学ぶ講座をご案内いたします。
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わかやまイベントボード
●女性のための行政なんでも相
談所
　セクハラ、DV、登記、年金
などに関するご相談を総務大臣
から委嘱された行政相談委員が
受け付けます。
日時　2月 26 日（火）
　　　13:30 ～ 16:00
場所　和歌山市男女共生推進セ
ンター 6階和室
参加費　無料
問い合わせ　総務省和歌山行政
監視行政相談センター（073-43
1-8221）
備考　予約不要。秘密厳守。

●りぃぶるシアター
　「ブタがいた教室」、「折り梅」、
「マダム・イン・ニューヨーク」
などを順番に上映します。
日時　2月 27 日（水）～ 3月 1
日（金）のそれぞれ 10:00 ～、
14:00 ～、18:30 ～
場所　和歌山県男女共同参画セ
ンター “りぃぶる” 会議室 B
参加費　無料
主催　和歌山県男女共同参画セ
ンター “りぃぶる”（073-435-5
245）
備考　上映スケジュール等は
りぃぶるウェブサイトをご確認
下さい。

●残間里江子さん講演会
　山口百恵『蒼い時』のプロ
デュース以来、時代の最先端を
走りぬけてきた残間さんが、自
分らしい生き方のための「閉じ
る」秘訣について話します。
日時　3月 3日（日）
　　　13:30 ～ 15:30
場所　和歌山ビッグ愛 1 階大
ホール
参加費　無料
定員　150 名（申し込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山県
男女共同参画センター “りぃぶ
る”（073-435-5245）

●語り合い広場  「自己肯定感を
育もう～あなたはあなたのまま
でいい～」
　参加者同士のグループワーク
や体を使ったワークを通して、
自己肯定感について一緒に考え
てみませんか。
日時　3月 1日（金）
　　　13:30 ～ 15:30
場所　和歌山県男女共同参画セ
ンター “りぃぶる” 会議室 A
参加費　無料
定員　30 名（申し込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山県
男女共同参画センター “りぃぶ
る”（073-435-5245）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/
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自然を活かし観察・学習・研究を支援…NPO法人南海せとうちジオガーデン
　和歌山市と大阪府の府県境で、環境問題や不法投棄対策などに取り組んでいる「NPO 法人南海せとうちジオガーデン」。この団体は、瀬戸内海国立
公園の東端に位置する加太・友ヶ島・紀北を中心に自然科学分野の調査研究を主体とし、学校教育における野外実習の場と生涯学習における観察コー
スの整備を行っており、団体・個人研究者に至るまで幅広く補佐する体制を構築しています。
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NPO法人南海せとうちジオガーデン
　和歌山市大川 318

「里地・里山環境保全推進事業」につ
いては、和歌山県庁環境生活総務課・
自然環境室が担当しています。自然環
境室ウェブサイトをご覧ください。

▲ みんな泥だらけになりながら、池のヘドロを取り除きます
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　制度の動向をずっと見守り、発言してこられた立場からのお話を通し、
制度の成り立ちを学び、今後の留意点を考えます。
日　時：3月 23 日（土）13:30 ～ 16:00
場　所：和歌山県民文化会館 4 階 402 会議室
講　師：実吉威さん（認定NPO法人市民活動センター
　　　　神戸理事・事務局長）
定　員：25 名（事前申し込み必要）
参加費：無料
申込み：認定NPO 法人わかやまNPO センター
　TEL 073-424-2223 （平日 10 時～ 17 時、都合で不在の場合あり）　E-mail info@wnc.jp

地元の課題を地元で学び 地元で解決する人を育成する 「わかやま・ひとづくり塾」第 1 回

緊急開催！休眠預金活用制度は地域に何をもたらすか

「わかやま・ひとづくり塾」は今後も 3ヶ月に 1回程度開催予定。開催経費は
みなさまからのご寄附によってまかなっております。多くの暖かいご協力を
たまわりますようお願い申し上げます（ご寄附は税制優遇の対象となります）。

　2017 年に連載しました、SDGs「国連・持続可
能な開発目標を知ろう」の連載記事をバックナン
バー集としてまとめました。各種教材としてご活
用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s


